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岐阜市北西部に位置する御望山は， 東西に延
びる細長く， 小さな山地である． 南側の山麓は
畑地や住宅地などが占めるが， 北側斜面は林地
のみである． この山地を東側から西側に縦断す
る東海環状自動車道（名古屋市周辺 30~40 kn1 
圏に位置する愛知・岐阜・三重3県にまたがる
諸都市を環状に連絡し， 東名・名神・中央道な
どの幹線自動車道との一体化を意図した計画で
ある（図 ー 1·2)
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図 ー 2 御望山周辺の道路計画

これらの図を見て， 御望山付近で蛇行するよ
うなルートが計画されている． これには図では
明確にされていない重大な問題がある． 本邦に
おける道路の建設は，建設事業の中でも「利権」
が絡む場合が多く，まずルートの選定に顕れる．
北東方向から進入する道路計画路線は， 本地域
の御望山南斜面から， 山地の中央部をトンネル
で通過し， 再び南斜面から地表へと蛇行したル
ートとなっている． 常識で見れば， 妙に入り組
んだ路線であり， ことに， 住民の住居や果樹園
の存在する南斜面を通過するのは， 奇異に感じ
られる． 住民の情報によれば， 土地に絡んだ
利権がらみの結果という． 後日， それが明確に
なった．

そもそも検討会（正式には， 一般国道475号
東海環状自動車道御望山調査検肘会）が設置さ
れたのは， 平成8年に都市計画決定された路線
で， 御望山第二千成団地住民から， 御望山の安
全性に疑問が出されため， 住民の疑問に答える
ための調査を実施したが， 住民の危惧を払拭で
きなかったため， 県の都市計画地方審議会は，

今後十分な調査を実施してその結果を公表し，
安全性について住民に十分な説明をすること，
という付帯意見が出された． これにより， 国交
省 ・ 県 ・ 市の行政機関と住民が協議して， 単な
る道路トンネルのみの調査ではなく， その前段
階である御望山の安全性に関する調査を主体に
実施することで意見一 致し， 御望山調査検討会
が設置された．

通常の審議会などは， 行政側の説明が時間の
大半を占め， 実際の審議時間は殆ど無く， 行政

側の意向通りに決まるのが通常である．しかし，
この検討会は， 委員の半数は住民ならびに住民
が推薦する委員となり， いわば国と住民が対等
の立場におかれた（あるいはそれに近い）画期
的な審議会であった． 専門的な事項を議論する
ため， 検討会に専門委員会がおかれ， この委員
会で主として地質学的検討がなされた．この際，
住民側に視点をおかざるをえないが， 委員でも
この検討会の趣旨を十分理解していたとは思え
なVヽ．

住民の意向を無視して結論を出す訳にはいか
ないが， 住民の意向通りだった訳ではない． 道
路計画Jレートのトンネル掘削は可能とみなして
おり， 道路建設の影響， とくにトンネルが団地
住宅に及ぼす影響を検討し， 住民への理解を求
めねばならなかった時間がかかるのが当然で
ある． 住民からは， しばしば鋭い質問があり，
回答が出来ないことが多かった． そのため， 必
要と思われる調査は一通り実施し， 説明をした
が， 完全な説明は不可能であった． 結局， 防災
科学の原則である「最悪のシナリオ」を念頭に
して， 対応策を講じなければならない．

一般に，チャ ートは硬質でSi伍成分が主体で
あるため， 化学的に安定であり， 風化しにくい
とされている． つまり化学的風化は起こりにく
い しかし， 平野と山地の境界部のような強い
地殻応力を受ける場所では， 節理などの割れ目
や断層が発達し， 地下水の水みちとなり， 壊れ
やすくなる． 物理的（機械的）風化は， どの岩
石でも起きるのである． 近年， チャ ートの物理
的風化の報告が増えているので， チャ ートは硬
質で安全とは必ずしも言えない．

御望山中央部の最高点付近にボ ー リング
No.5は、あるが， 深度83mまでg級主体の亀
裂の発達したチャ ートであり，孔底（深度170m)
までチャ ートであった． 地下水位の変動が激し
く（ただし局所的）， 降雨などによって水位が
一気に上昇するが， おおむね70m (標高148m)
止まりである．

地質調査・地下水調査・物理探査などの結果
を総合的に判断して， この地下水の変動機構を
以下のように考えた①降雨・地下浸透， ②破
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